
王
之
敬

「
青
鋭
」
逸
話
と
唐
宋
詩
と
日
本
文
学

丹

羽

博

之

要

旨
本
稿

は
、

一
海
知
義
先
生
主
催

の

「読
游
会
」

(南
宋

の
詩
人
陸
游

の
詩
を
詳
し
く
読
む
会
)
発
表
後

の
研
究
報
告

で
あ
る
。
発
表

の
際
、
議
論

に
な

っ
た

「
青

臨
」

の
語
に

つ
い
て
調

べ
る
と
、
「青
暁
」
に
は
、
王
之
敬

(王
献
之

の
字

"
王
義
之

の
子
。
三
四
四
～
三
八
八
)

の
逸
話
が
あ
る
。
そ
の
逸
話
が
白
楽
天
や
陸
游

3ーω

の
詩

に
も
見
え
る
。
更

に
こ
の
逸
話

が
日
本
文
学

に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿

で
は
、
そ

の
経
緯
を
述

べ
る
。
会

で
の
や
り
と
り

の
詳
細
は

仮
題

『続

・
一
海
知
義

の
漢
詩
道
場
』

(岩
波
書
店
〇
八
年
八
月
刊
行

予
定
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
白
楽
天

陸
游

与
謝
蕪
村

六
如

中
島
椋
隠
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一

読
游
会

で
担
当
し
た
詩
を
挙

げ
る
。

1413121110987654321

睡
郷

有
酒
君
勿
畷

入
腸
作
文
矛

有
書
君
勿
観

到
眼
生
君
愁

不
如
睡
郷
去

万
事
風
馬
牛

郊
櫨
無
来
客

風
雨
送
暮
秋

苔
楚
虫
卿
卿

霜
林
葉
穂
鷹

是
時

一
枕
睡

不
博
万
戸
侯

斗
張
裁
青
藍

重
裏
擁
黄
紬

睡
郷

す
す

酒
有
る
も

君
畷
る
こ
と
勿
れ

腸
に
入
ら
ば

父
矛
と
作

る

書
有
る
も

君
観

る
こ
と
勿
れ

眼
に
到
ら
ば

君

が
愁
を
生
ぜ
し
め
ん
.

し如
か
ず

睡
郷
に
去
り

霜 苔奮風 郊 万
林 鍮 雨 嘘 事

 

是
の
時

万
戸
の
侯
に
博
え
ず

斗
張

重
裳

風
馬
牛
な
ら
む
に
は

来
客
無
く

暮
秋
を
送
る

し

ょ
く

し
な
く

虫
卿
卿

し
ゅ
う
し
ゅ
う

葉
腿
腱

一
枕
の
睡

か

せ
い
せ
ん

青
暁
を
裁
ち

こ
セつ
ち
ゅう

黄
紬
を
擁
す

(24)



15

華
山
希
夷
翁

16

千
載
可
与
遊

〔通
釈
〕

居
眠
り
天
国

11615141312111098765432

華
山
の
希
夷
翁

と
も

千
載
与
に
遊
ぶ
べ
し

酒
が
あ

っ
て
も

ロ
に
し
て
は
な
ら
ぬ
、

は
ら

に
入
る
と
刺
す
矛
と
な
る
か
ら
。

書
が
あ

っ
て
も
眺
め

て
は
な
ら
ぬ
、

眺
め

て
い
る
と
愁

い
を
生
じ
さ
せ
る
か
ら
。

居
眠
り
天
国

へ
行
き
、

全

て
の
こ
と
と
無
関
係
で

い
る

の
が

一
番
だ
。

田
舎

の
家
に
は
来
客
も
な
く
、

風
雨

の
中
で
秋

の
終
わ
り
を
送
る
。

苔
む

し
た
壁

で
、
虫
が
か
細

い
声

で
鳴
き
、

霜
降
り
た
林

で
、
葉
が
か
す
か
な
音
を
立

て
る
。

こ
う

し
た
と
き

の
ひ
と
眠
り
は
、

大
名

の
身
分

に
も
替
え
ら
れ
ぬ
。

青

い
毛
暁
で
小
さ
き
帳
を
作
り
、

黄
色

い
紬

の
ふ
と
ん
を
重
ね

て
か
ぶ
る
。

眠
り

の
世
界
で
、
あ

の
華
山

の
希
夷

の
翁
と

千
年
も

の
問
、
仲
間
と
し
て
暮
ら
そ
う
。

王
之
敬

「青
暁
」
逸
話
と
唐
宋
詩
と
日
本
文
学

(25)
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【出
典
】

『剣
南
詩
稿
』
巻
二
十
三

『剣
南
詩
稿
校
注
題
解
』

此
詩
紹
煕

二
年

(
=

九

一
)
年
秋
作
山
陰
。

〔詩
型
〕
五
言
古
詩

〔押
韻
〕
矛

・
愁

・
牛

・
秋

・
腿

・
侯

・
紬

・
遊

下
平
声
十

一

「尤
」

陸
游
六
十
七
歳
。

韻

こ
の
詩

の
十
四
、
五
句
目
の

「青
暁
」
も

「
黄
紬
」
も
余
り
上
等

の
も

の
で
は
な
か
ろ
う
、
と
安
易
な
注
を
し
た
。

し

か
く

「
紙
閣
午
睡
」

(
『剣
南
詩
稿
』
巻
三
十

こ

こ
もつ
ち
ゅ
う

黄
紬
被
暖
青
競
穏

黄
紬
の
被
暖
く

青
蔑
穏
か
な
り

し

か
く
ゆ
う
そ
う

け
ん

紙
閣
油
窩
晩
更
妊

紙
閣
油
窩

晩
更
に
好
な
り

㊦

等

の
詩
か
ら
な
ん
と
な
く
、
粗
末
な
も

の
を
想
像
し
て

い
た
。

一
海
先
生

は
、
推
測
だ
け

で
は
だ
め
で
、
そ
う
思
う
根
拠
を
示
す

べ
き
と
し
て
、
黄
紬

に
関
し

て
、

ω

以
下
の
逸
話
を
紹
介
さ
れ
た

(用
例

の
み
を
挙
げ
て
あ
る
と
考
え
た
発
表
者

の
不
注
意
。
実
は
深

い
意
味
が
あ

っ
た
)
。

『剣
南
詩
稿
校
注
』

(巻
六
)

「自
嘲
」
詩

の
注

にべ
ん
さ

ん
り
ゅ
う
と
う

蘇
東
披

「和
孫
同
年
†
山
龍
洞
祈
晴

(孫
同
年
の
†
山
龍
洞
に
て
晴
を
祈
る
に
和
す
)
」
の
詩
に

「看
君
擁
黄
紬
、
高
臥
放
晩
衙

(看
る
君
が
黄
紬
を
擁
し
、
高
臥

ほ
し
いま
ま

晩
衙
を
放
に
す
る
を
」
と
あ
り
、
程
繹
注
に

「世
伝
、
太
祖
謂

一
県
令
日
、
謹
勿
於
黄
紬
被
底
放
衙

(世
に
伝
う
、
太
祖

一
県
令

に
謂

い
て
曰
わ
く
、
謹

み
て
黄
紬

ひ

て
い

ほ
う

が

被
底
し
て
放
衙
す

る
こ
と
勿
か
れ
)
」
が
引
か
れ

て
い
る
。

い
ま

こ
の
逸
話
が
何
と
江
戸
時
代

の
漢
詩
人
中
島
椋
隠

の

「
偶
成
」
詩
の

「小
楼
過
雨
売
花
声
、
似
警
黄
紬
被
底
情

(小
楼
過
雨

売
花

の
声
、
警

し
む
る
に
似
た
り

黄
紬
被
底

の
情
を
)
」

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
江
戸
詩
人

の
素
養

の
深
さ
を
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
も
、
内
容
を
理
解
し
て
自
家
薬
籠
中
の
も

の
に
し
て
い
る
。

(
1

)

こ
の
綜
隠

の
詩

は
陸
游

の
詩
を
も
踏
ま
え

て
い
る
こ
と
も
軽
く
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
例
か
ら
、
ぜ

い
た
く
な

「
黄
紬
」

の
ふ
と
ん
に
く

る
ま

れ
て
、
ぬ
く
ぬ
く

と
寝
て

い
る
、
の
意
味

に
な
ろ
う
、
と
。



更
に
、
覧
文
生
先
生
か
ら
は
、
一
被
」
を

「
ふ
と
ん
」

な

っ
て
か
ら
で
き
た
も

の
、
と

の
教
示
を
得
た
。

と
訳
す
と
、
誤
解
が
生
じ
る
。
「被
」
は

「ど

て
ら
、
か
ぶ
り
も

の
」
。

日
本

で
も
ふ
と

ん
は
江
戸
時
代
に

一
海
先
生

の

「黄
紬
」
「青
暁
」
を
も
う
少
し
詳
し
く
調
べ
る
よ
う

に
と

い
う
指
示
で
調

べ
直
す
と
、

「病
中
絶
句
六
首

(其

四
)
」

(
『剣
南
詩
稿
校
注
』
巻
十
三
)
に

「青
暁
」
に

つ
い
て
次

の
注
が
あ

っ
た

(
こ
れ
も
発
表
前

に
見

て
い
た
が
、
用
例

の
み

の
提
示

と
誤
解
し
て

い
た
)
。

さ

い
ち
ゅ
う

『晋
書
』

(巻
八
十
)
王
献
之
伝

「
夜
臥
斎
中
,
而
有
楡
人
入
其
室
,
盗
物
都
尽
,
献
之
徐

日

"
楡
児
、
青
暁
我
家
旧
物
、
可
特
置
之
。

(夜
斎
中
に
臥
す
、
而
し

と
う
じ
ん

す

お
も

た

て
楡
人
有
り
其

の
室
に
入
り
,
物
を
盗
み
て
都
べ
て
尽
く
す
,
献
之
徐

う
に
日
ふ

　
楡
見
、
青
藍
は
我
が
家

の
旧
物
,
特
だ
之
を
置
く
べ
し
,
と
。
)

刎

青
饒
は
我
が
家

の
旧

い
家
宝

で
あ
る
か
ら
そ
れ
だ
け
は
置

い
て
行
け
、
と
盗
人
に
語
り

か
け
た
逸
話
が
残

っ
て
い
る
。
更

に
調
べ
る
と
、

『北
堂
書
紗
』

(巻

・
一

ー

九

四

・
魏
武
青
暁
)
に
、

よ
もつ
ひ
ょ
う

じ
よ
く

魏
武
、
与
楊
彪
書
云
、
令
贈
足
下
青
焼
林
褥
三
具
。
魏
武
、
楊
彪

に
書
を
与
え

て
云
く
、
足
下
に
青
暁
、
躰
、
褥

の
三
具
を
贈
ら
し
む
。

の
例
が
あ
り
、
魏

の
武
帝
が
重
臣
に
高
価
な
青
暁
を
贈

っ
た
例
が
あ

っ
た
。

(
2
)

先

の
王
之
敬

の
逸
話
は
、
唐
詩
に
も
詠
ま
れ
て

い
る
。
全
唐
詩

の
索
引

で
調
べ
た
限
り

で
の
初
例
は
、
白
楽
天

[
青
暁
帳

二
十
韻
」

(
3
0
9
6
)

で
あ

る
。
そ

の
末
尾
に

た
ん
せ
ん

貧
僧
応
歎
羨

貧
僧

応
に
歎
羨
す
べ
し

寒
士
定
留
連

寒
士

定
め
て
留
連
せ
ん

賓
客
於
中
接

賓
客

中
に
於
て
接
し

児
孫
向
後
伝

児
孫

後
に
向

い
て
伝
う

王
之
敬

「青
競
」
逸
話
と
唐
宋
詩
と
日
本
文
学
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王
家
誇
旧
物

王
家

旧
物
を
誇
る
も

未
及
此
青
競

未
だ
此

の
青
競

に
及
ば
ず

と
あ
り
、
「
王
子
敬
語
楡
兇
。
青
暁
我
家
旧
物
。

(王
子
敬
楡
児

に
語
る
。
青
暁
は
我
が
家

の
旧
物
。
と

の
自
注
が
あ

る
。
後
世
、
王
献
之

の

「
青
競
我
家
旧
物
」

の

逸
話
が
よ
く
用

い
ら
れ
、
青
髭
と

い
え
ば
、
旧
物

で
家
宝

の
性
格
を
有
す
る
よ
う

に
な
る
。

一
箇
月
後
、
そ
の

[青
暁
」

の
イ

メ
ー
ジ
が
江
戸
時
代

に
も
広
く
流
布
し
て
い
た

こ
と
を
、
会
員

の
青
山
由
起
子
さ
ん

(大
手
前
大
学
非
常
勤
講
師
)

の
報
告
で

知

っ
た
。
「青
暁
」

の
項
目
が
、

『広
辞
苑
』

に
も
あ
り
、
そ

こ
に
は
、

青
色

の
毛
饒
。
転
じ
て
、
そ

の
家
に
古
く
か
ら
あ
る
も

の
。
ま
た
、
そ
の
家
の
宝
物
。
新
花

つ
み

「
子
が
家
、
長
物
な
し
。
た
だ
こ
の
ふ
み
を
も

つ
て
青
暁
と
す
」

と
あ
る
。
あ

の
与
謝
蕪
村
も
ち

ゃ
ん
と
利
用
し
て

い
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

(二
版
)
を
見
る
と
、
更

に
、

『浮
世
草
子
』

(近
代
艶
隠
者
)

の

[時
は
花
咲
く
比
。

樽
に
青
暁
か

つ
が
せ
、
さ
さ

へ
に
席
を
付
け

て
、
男
女
老
少
あ
ら
そ
ひ
こ
ぞ
り
」
の
用
例
や
、
前
掲

「新
花
摘

み
」
に
加
え

て
、
妻
木

く松
木
青

々
V
冬

[寒
菊
や

青
競
ふ
る
き
光
悦
寺
」

の
和
文
と
と
も
に
、

『麟
月
楼
漫
稿
』

(上

「偶
成
」
)

の

鋤ω

操
琴
歌
白

雪
、
酌
酒
坐
青
饒

(琴
を
操

り

て
白
雪
を
歌

い
、
酒
を
酌

み
て
青
藍
に
座
す
)

の
例
が
挙
げ
て
あ

っ
た
。
青
饒

に
は
、
単
に
青

い
色

の
暁

の
意
味

で
用

い
る
場
合
と
白
詩

に
見
え

た
よ
う

に
、
王
之
敬

の
故
事
を
背
景
と
す

る
も
の
が
あ

る
よ
う
だ
。

更

に
調
べ
る
と
、
■
六
如
庵
詩
紗
二
篇
」

(
一
七
九
七
年
)
に
も
青
競
は
詠
ま
れ
て
い
る
。

ふ
つ
り
ん

く

所
養
払
罧
狗
、

一
旦
失
之
。
鍮
年
復

還
。
感
紀
其
事
。
養
う
所

の
払
秣
狗
、

一
旦
之
を
失
う
。

(十
二
句
略
)

あ

い

い

あ
りわ

さ
と

愛
悉
未
形
聖
先
知

愛
患
の
未
だ
形
れ
ざ
る
に

聖
く
も
先
ず
知
り

ひ

ふ

ご
う

た
が

摘
耳
捧
尾
毫
不
差

耳
を
播
き
尾
を
撞
る
こ
と

毫
も
差
わ
ず

こ

し
る

年
を
鍮
え

て
復
た
還
る
。
感
じ
て
其

の
事
を
記
す
。



寒
夜
被
底
当
湯
媚
、

青
競
斎
中
備
楡
児

失
汝
已
来
意
龍
鍾

懲
者
亡
几
破
思
笥

鬼
籔
記
日
猶
祝
望

万

一
健
在
或
再
逢

と
あ
り
、

な
お
、

ん
。
○
楡
児

通
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

■青
競
」

ひ

て
い

と
う
お
う

寒
夜

被
底

湯
媚
に
当
て

さ

い
ち
ゅ
う

と
う

じ

青
競

斎
中

楡
児
に
備
う

い

り
ゅ
う
し
ょ
う

汝
を
失
い
て

巳
来

意
龍
鍾

つ
か

き

ひ

き
ょ
う

懲

る
る
者

の
几
を
亡

い

破
の
筑
を

思
う
が
如
し

き

ろ
く

な

し
ゅ
く
ぼ
う

鬼
籐

日
を
記
し

て
猶
お
祝
望
す

万

一

健
在
な
ら
ば
或

い
は
再
び
逢

は
ん

飼

っ
て

い
た
犬
が
行
方
不
明
に
な

っ
た
と
き
、
王
之
敬

の
故
事
を
用

い
て
番
犬
を
し
て
い
た
こ
ろ
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
追
憶
し
て

い
る
。

こ
の
詩
は
黒
川
洋

一
氏

『江
戸
漢
詩
選

菅
茶
山

六
如
』

(岩
波
書
店
)

に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
「
○
青
競

青

い
も
う
せ
ん
、
じ

ゅ
う
た

ぬ
す
び
と
」
と
あ
る
だ
け

で
、
王
之
献

の
逸
話

へ
の
言
及
が
無

い
。
同
書

の
後
書
き
を
見
る
と
、
黒
川
氏
の
ゲ
ラ
刷
り

の
全
部

に

一
海
先
生
も
目
を

そ
の
時

は
気
づ
か
れ
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

の
逸
話
は
こ
の
他

に
も
詠
ま
れ
て

い
る
。

山
居

幽
居
在
墾
谷

門
外
唯
雲
木

窓
暗
冷
藤
羅

庭
閑
見
蘂
鹿

笑
披
初
服
衣

柳
抱
無
名
撲

子
敬
且
青
暁

蕉
先
自
黄
禎王

之
敬

同
沖
子
温
韻

山
梨
治
憲

カ
く

こ
く

幽
居

墾
谷
に
在
り

た

門
外

唯
だ
雲
木
の
み

と
う

ら

ひ
や
や
か

窓
暗
く
し
て

藤
薙
冷
に

び

ろ
く

庭
閑
に
し
て

蘂
鹿
を
見
る

レ

　

笑
い
て
披
る

初
服
の
衣

ぼ
く

柳
か
抱
く

無
名
の
撲

か

子
敬

且

つ
は
青
暁

こ
へつ
と
く

蕉
先

自
ら
黄
憤

「青
饒
」
逸
話
と
唐
宋
詩
と
日
本
文
学

(29)



大
手
前
大
学
論
集

第
8
号

王
之
敬

の
逸
話
は
、
こ
の
よ
う

に
日
本
漢
詩

や
和
文
に
も
脈

々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
先

の
中
島
綜
隠

の

「
黄
紬
」

の
例
と

い
い
、
江

戸
時
代

の
人

々
は
実

に

漢
文
を

よ
く
読

ん
で
い
た
。

次
に

「
黄
紬
」

の
項
目
を
調

べ
た
。

『広
辞
苑
』
に
は
無
か

っ
た
が

『日
本
国
語
大
辞
典
』

(
二
版
)
に
は
、

黄
色

の
つ
む
ぎ
。
夜
具
を

い
う
。

*
四
海
入
海

(
17

c
前
)

一
八

・
三

「黄
紬
被
を
擁
し
て
、
高
臥
安
眠
す
べ
き
也
」

し

か
い
に
っ
か
い

と
あ
る
。
蘇
東
披

の
詩
を
講
述
し
た

『
四
海
入
海
』

の
成
立
は
、
天
文

三

(
一
五
三
四
)
年
と

い
う
。
用
例

の
箇
所
も
、
前
掲

「
和
孫
同
年
下
山
龍
洞
祈
晴
」
詩

の

講
述

で
あ

る
。
中
島
綜
隠

(
一
七
七
九
～

一
八
五
五
)
よ
り
も
約
三
〇
〇
年
前

の
室
町
時
代
に
、
す

で
に

「
黄
紬
」

の
語
は
高
臥
安
眠
と
結
び

つ
き
、
蘇
東
披

の
詩

と
と
も
に
日
本
で
も
語
ら
れ
て

い
た
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

は
、

『四
海
入
海
』

の
成
立
を
十
七
世
紀
前
半
と
す
る
の
は
、
過
ち

で
あ
ろ
う

。

ま
と

め

読
游
会

の
発
表
が
契
機
と
な
り
、
「
黄
紬
」

の
語
は
已
に
室
町
時
代
に
日
本
で
語
ら
れ
、
「青
饒
」

の
語
も
江
戸
漢
詩

に
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

も
、
漢
文
作
品
に
限
ら
ず
、
与
謝
蕪
村
等

の
和
文
に
も
利
用
さ
れ

て
い
た
。

六
如

の
詩

に
於

い
て
は
、
中
国
文
学

の
専
家

が
日
本
漢
詩

の
注
を
行

い
、
そ
れ
を
日
本
文
学
者
が
補
う
こ
と
が
で
き
た
。

し
か

(sa)

註

り
ん
あ
ん

は

(
1
)

陸
游
の
人
口
に
膳
表
し
た

■臨
安
春
雨
初
霧

(臨
安
に
春
雨
初
め
て
霧
る
)
」

小
楼

一
夜
聴
春
雨

小
楼

一
夜

春
雨
を
聴
く

し
ん
こ
う

き
ょ
う

か

 深
巷
明
朝
売
杏
花

深
巷
明
朝

杏
花
を
売
ら
ん

を
利
用
し
て
い
る
。

(
2
)

全
唐
詩
の
索
引
に
は
、
「青
暁
」
の
用
例
は
十
五
例
。
但
し
、

杜
甫
の

「与
任
城
許
主
簿
游
南
池

(任
城
の
許
主
簿

の
南
池
に
游
ぶ
に
与
ふ
)
」

農
朝
降
白
露

最
朝

白
露
降
り

詩
の



遙
憶
旧
青
饒

遙
か
に
憶
ふ

旧
青
饒

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
王
之
敬
の
逸
話
の
明
確
な
利
用
は
認
め
が
た
い
。
前
掲

の
白
詩
を
除
く
全
て
の

の
逸
話
を
詠
み
込
ん
だ
初
例
の
よ
う
で
あ
る
。

「青
暁
」
も

同
様

で
あ

る
。
宋
詩

で
は
、
陸
游
の
詩
が
王
之
敬

(31)

 

王
之
敬

「青
藍
」
逸
話
と
唐
宋
詩
と
日
本
文
学


